
問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓬

菊池川 日本遺産 検索

沼
地
に
田
を
拓
く

冨
田
甚
平
に
つ
い
て

　
冨
田
甚
平
は
嘉
永
元

（
１
８
４
８
）年
、
菊
池
郡
砦と

り
で

村

大
字
台う

て
な

字
水み

ず

島し
ま

（
現
・
菊
池
市
七

城
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
か

ら
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
ま
で

菊
池
郡
の
地
租
改
正
担
当
御
用
掛

を
拝
命
し
、
地
域
の
土
地
等
級
の

決
定
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
の
過
程
で
、
畦あ

ぜ

一
つ

し
か
離
れ
て
い
な
い
の
に
土
地
等

級
が
極
端
に
異
な
り
、
収
穫
量
に

差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

そ
の
原
因
が
主
に
地
下
水
に
あ
る

こ
と
を
つ
き
と
め
ま
し
た
。

　
地
下
水
を
調
節
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
等
級
の
低
い
水
田
も
乾

田
並
み
の
等
級
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
暗
渠
排
水
法
の
研
究
の
出
発
点

に
な
り
ま
し
た
。

　（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

貯
水
も
で
き
る
機
能
を
合
わ
せ
持

つ
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
画
期

的
な
技
術
で
あ
り
、
湿
田
で
の
耕

作
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
米
作
り
の
耕
作
地
を
沼
地
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

土
地
改
良
技
術
の
進
歩
が
大
き
な

要
因
で
す
。
そ
の
土
地
改
良
技
術

の
研
究
を
行
い
、
実
践
的
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
の
が

冨と
み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

で
す
。

冨
田
式
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
法

　
冨
田
甚
平
は
最
初
に
「
留と

め

井い

戸ど

」に
よ
る
地
下
水
位
の
調
節
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

の
方
法
に
改
良
を
加
え
、「
水す

い

閘こ
う

土
管
」を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の

方
法
は
留
井
戸
よ
り
も
小
型
に
な

り
、
畦
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

工
事
費
も
安
価
に
で
き
ま
す
。

　
こ
の
「
水
閘
土
管
」は
排
水
調

節
の
内
蓋
を
上
か
ら
針
金
で
上
げ

下
げ
を
し
、
簡
単
で
確
実
な
操
作

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
排
水
だ
け
で
な
く
、

冨
田
式
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
の
土
管
→

位置図

①冨田式暗
あん

渠
きょ

排水法
↑冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

九
州
新
幹
線

九州自動車道

竜門ダム

菊池川
菊池市
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和水町

玉名市

鹿児島本線

①

■
日
本
遺
産
巡
回
展

　「日
本
遺
産 

菊
池
川
流
域
の
米
作

り
～
人
と
大
地
に
刻
ま
れ
た
二
千
年

の
記
憶
～
和
水
編
」

期
　間
　７
月
24
日
㈫
～
９
月
９
日

㈰ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ
　
和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
肥
後
民
家
村
内
）

休
館
日
　
毎
週
㈪

　
※
㈪
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

料
　金
　
無
料

■
和
水
町
古
墳
祭

　
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
る
灯
籠
の

奉
納
、装
飾
古
墳
で
あ
る
塚
坊
主
古

墳
の
一
般
公
開
も
行
い
ま
す
。

と
　き
　▼
８
月
４
日
㈯ 

前
夜
祭

（
子
ど
も
夜
店
市
、ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
）

▼
８
月
５
日
㈰ 

炎
の
宴（
神
事
、打

ち
上
げ
花
火
な
ど
）

と
こ
ろ
　
江
田
船
山
古
墳
公
園
一
帯

■
赤
星
神
楽 

風
止
め
奉
納

　
構
成
文
化
財
の
神
楽
の
一
つ
で
す
。

と
　き
　８
月
19
日
㈰ 

午
前
11
時
～

と
こ
ろ
　
赤
星
菅
原
神
社（
菊
池
市
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

❶ふたを落とせば給水
❷ふたを上げれば排水
　（田んぼの水を抜きたいとき）

水田

水

断面

柴やササ

竹筒の束

地表
ふた

土❶

❷

冨田式暗
あん

渠
きょ

排水法

社会教育課
文化係

☎0968-34-3047

 講生募集

米作り、二千年にわたる大地の記憶　

～菊池川流域「今昔『水稲』物語」～

　菊池川流域日本遺産協議会では、日本遺産に認定された、米作りのストーリーと構成文化

財を案内できる人を育成するため、菊池川流域日本遺産ガイド養成講座を実施し、講座生を

募集します。講座を け、修了証を得た方は、設立を目指している菊池川流域日本遺産ガイ

ド協会（仮称）のガイドとして活動していただきます。

 池川流域 日本遺産

 ice growing, the storage of earth over two thousand years

～ Kikuchi  iver basin, "Past and Present" rice "Story" ～

 講生募集

募集期間・・・・平成３０年８月

定　　員・・・・４０名（応募多数の場合は主催者で            します）

応募資格・・・・１９歳以上で

受講料・・・・・５，０００円　　・講座初日に支払

　　　　　　　　　　　　　　　　・フィールドワークでの施設入館料等は別途各自負担

講座内容・・・・平成３０年９月２０日開講、平成３１年２月      　　　　　　　

　　                          週１回（木曜日）１９：００から２０：３０まで予定

　　　　　　　　全２４回予定（座学１８回、　　

講　　師・・・・各分野の専門家及び行政職員

開催場所・・・・座学　　山鹿市民交流センター　中会議室

　　　　　　　　　　　　861-0501　熊本県山鹿市山鹿 987 番地 3
　　　　　　　　　　　　電話：0968-43-1081　

　　　　　　　　フィールドワーク　　菊池川流域の各現地

申込み方法・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

https://www.kikuchigawa.jp/菊池川流域日本遺産公式サイト
日本遺産のストーリーに登場する文化財や、玉名市、山鹿市、菊池市、和
水町などの観光情報を紹介しています。探索モデルコースやフォトギャラ
リーなど、菊池川流域ならではの魅力を発信！

菊池川流域日本遺産 検索

下記の申込み先に、電話又はメールにて申込みください。
また、公民館に設置しているチラシでも申込みいただけます。

7 日（火）から 9 月 7 日（金）

菊池川流域の日本遺産に興味のある方

フィールドワーク 6 回）

全講座の 3 分の 2 以上の参加可能な方

抽選

修了

募集内容

午後７時～午後８時 30分

株式会社　地域計画連合熊本事務所
〒 862-0950　熊本県熊本市中央区水前寺 1-5-10　濫觴（らんしょう）イレブン 303号室

TEL/FAX：096-387-3873　e-mail：rpi-kumamoto@rpi-h.co.jp

申込み・問合せ先

主催　菊池川流域日本遺産協議会

菊池川流域  日本遺産

※詳細スケジュールについては、チラシ又は和水町ＨＰ、菊池川流域日本遺産公式サイトでご確認ください。

菊池川流域日本遺産ガイド養成講座
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